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１．研究計画の概要 
フロリゲンは移動性の花成誘導刺激として
約７０年前にその存在が提唱された。私たち
は短日植物イネを用いた分子遺伝学的な解
析から、フロリゲンの分子実体が Hd3a タン
パク質である事を明らかにした。これを踏ま
え、本研究では以下の３つの課題について研
究を展開する。（１）イネのフロリゲン Hd3a
の機能メカニズムの解明：Hd3a-GFP 融合タ
ンパク質を発現するイネを用いて、フロリゲ
ンの実態に迫る。また、Hd3a と相互作用す
るタンパク質を探索し、これらの機能解析を
通して Hd3a による開花誘導のメカニズムに
迫る。フロリゲンの多様な機能：Hd3a を発
現させたイネは花成の促進に加えて多面的
な表現型を示した。Hd3a が様々な形態形成
に影響する分子機構を解析する。（２）日長
に応じた Hd3a の発現制御機構：Hd3a とそ
のパラログ RFT の発現調節機構を明らかに
し、フロリゲン遺伝子の発現の光周性制御機
構を明らかにする。 
２．研究の進捗状況 
（１）Hd3a-GFP 融合タンパク質を発現する
イネの解析から、Hd3a が葉から茎頂へ長距
離移動することを示した。また Hd3a-GFP
は茎頂内においても特徴的な分布を示し、下
流遺伝子の発現領域に影響することを示唆
する結果を得た。酵母 two-hybrid 法によっ
て Hd3a と相互作用するタンパク質を複数同
定した。Hd3a と相互作用タンパク質にアミ
ノ酸置換変異を導入して相互作用を検証す
る事により、両者の相互作用に必要な残基も
見いだすことができた。これらの相互作用タ
ンパク質を過剰発現もしくは発現抑制した
形質転換イネを作出して表現型を観察して

いる。（２）Hd3a を高発現させたイネでは、
花成の促進に加えて分枝の増加、花序構造の
変化等多様な表現型が観察できた。形質転換
イネの詳細な解析から、Hd3a は茎頂だけで
なく様々な組織へ長距離移動して形態形成
を制御することを示した。（３）イネは Hd3a
と RFT の両者を同時に発現抑制すると開花
できなくなる事を示した。すなわちイネのフ
ロリゲンはこの２つである。さらに、Hd3a
は短日条件で、RFT1 は長日条件で機能する
フロリゲンであり、両者は異なる遺伝的ネッ
トワークによって発現調節されていること
を明らかにした。また、世界の栽培イネの開
花時期の多様性は、Hd1 遺伝子の多様性、
Ehd1 遺伝子の多様性及び Hd3a 遺伝子のプ
ロモーター領域の多様性でよく説明できる
ことを示した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
（理由）茎頂内の Hd3a の分布を GFP によ
って追跡する研究はこれまでにまったく行
われておらず、新規な知見が蓄積できている。
またこの観察技術は Hd3a の多様な機能を
Hd3a タンパク質の長距離移動能と関連づけ
て解析することを可能としている。さらに、
日長によるフロリゲンの使い分けやその多
様性の分子基盤などはイネを用いることで
初めて明らかにできた知見であり、当初の計
画では予見できない新規な知見が得られた。 
４．今後の研究の推進方策 
Hd3a と相互作用するタンパク質を複数見い
だしており、それらの発現を変化させた形質
転換イネも作出できているので、今後はこれ
らの機能解析を通して Hd3a が花成を促進す
るメカニズムに迫る。さらに、Hd3a とその相
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互作用タンパク質からなるタンパク質複合
体の形成過程や複合体機能を詳細に明らか
にする。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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